
マニー株式会社52期（2011年8月期）
決算報告及び53期以降の計画説明

平成23年10月

マ ニ ー 株 式 会 社

当社の震災被害の状況（清原本社工場）

復旧前
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2011年（52期）決算のポイント（連結）

売上高は9,460百万円（前期比0.2％、16百万円増）17期連続増収を達成

サージカル関連製品は眼科ナイフが好調、デンタル関連製品もダイヤバーが回復

研究開発の強化等により営業利益の減益、震災に伴う特損の計上

海外工程移管の効果が現れつつも、見本費（約44百万円）の売上原価計上及び震災に伴う生産効
率の悪化により、売上総利益率は、前期比0.2P低下

アイレス針関連製品は、大口顧客在庫調整による受注減の影響により低調に推移したものの、
下半期売上は、修正予想を上回る

次期はデンタル関連製品の回復を見込む、研究開発費は増加

研究開発強化により販管費が増加し、営業利益率は、前期比1.0P低下

通期売上高は、10,167百万円、前期比7.5％増、営業利益は同8.8％増

年間配当金は60円 （中間30円、期末30円）

年間配当 62円 （中間配当 31円、期末配当 3１円） 2

上半期売上高は、前年同期比5.2％増、営業利益は同6.4％増

下半期売上高は、前年同期比9.8％増、営業利益は同11.1％増

災害による損失411百万円（特別損失）、災害保険金収入89百万円（特別利益）を計上

金額 構成比 金額 構成比 前期比

9,180 100.0% 3.0% 9,460 100.0% 0.2% 　全てのセグメントで修正予想を達成

5,566 60.6% 2.8% 5,721 60.5% △0.2%   売上総利益率は、ほぼ予想どおり推移

3 268 35 6% 6 1% 3 466 36 6% △2 4% 　研究開発費が増額するも予想を下回る

売上高

予想との差に対するコメント

売上総利益

営業利益

連結
52期予想(11/4月修正) 予想

との
差異

52期実績

52期（連結）損益の状況、中間修正予想との差異
金額単位：百万円

3,268 35.6% 6.1% 3,466 36.6% △2.4%
　（51期：695百万円 → 52期：754百万円）

3,329 36.3% 6.1% 3,532 37.3% △1.6%

2,927 31.9% 9.3% 3,199 33.8% △12.0%

1,809 19.7% 11.7% 2,021 21.4% △10.0% 　災害による損失（特別損失）が予想を下回る当期純利益

営業利益

経常利益

税引前利益

52期実績 設備投資額 8.0億円（単体 1.9億円）

伸びた製品 サージカル ：眼科ナイフ、トロカール

アイレス針 ： EBT、EMT、EST

デンタル ：ダイヤバー、歯科用顕微鏡
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金額 構成比 前期比 金額 構成比 金額 構成比 前期比

3,034 32.1% 13.0% 3,046 33.2% 2.9% 3,135 33.1% 3.3%

3,504 37.1% 8.9% 3,049 33.2% 5.2% 3,207 33.9% △8.5%

連結
52期予想(11/4月修正) 予想

との
差異

52期実績51期実績

サージカル

アイレス針

52期（連結）セグメント別売上高の状況

金額単位：百万円

2,904 30.8% △14.3% 3,084 33.6% 1.0% 3,116 32.9% 7.3%

9,443 100.0% 1.6% 9,180 100.0% 3.0% 9,460 100.0% 0.2%

6,336 67.1% 1.0% 5,935 64.7% 3.6% 6,150 65.0% △2.9%(内輸出高）

デンタル

合計

状況のご説明

サージカル ： 眼科ナイフが好調に推移し、中間修正予想比 +2.9％（前期比 +3.3％）
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アイレス針 ： 大口顧客による在庫調整の影響があったものの、震災による生産設備稼働停止から早期復旧を成し遂げたことにより

中間修正予想比 +5.2％（前期比 △8.5％）

デンタル ： 円高、新興国市場で広がるニセブランド品等の影響は依然あるものの、ニセブランド品対策の一定の効果により

ダイヤバーの売上が回復し、歯科用顕微鏡も好調に推移したことから、中間修正予想比 +1.0％（前期比 +7.3％）

金額単位：百万円

金額 売上比 前期比 金額 売上比 前期比

売上高 3,034 - 13.0% 3,135 - 3.3%
営業利益 1,058 34.9% - 1,122 35.8% 6.1%
売上高 3,504 - 8.9% 3,207 - △8.5%

営業利益 1 474 42 1% 1 417 44 2% △3 9%

52期実績51期実績

連結

サージカル

アイレス針

52期（連結）セグメント別営業利益の状況

営業利益 1,474 42.1% - 1,417 44.2% △3.9%
売上高 2,904 - △14.3% 3,116 - 7.3%

営業利益 1,019 35.1% - 926 29.7% △9.1%
売上高 9,443 - 1.6% 9,460 - 0.2%

営業利益 3,552 37.6% 3.9% 3,466 36.6% △2.4%
合計

デンタル
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状況のご説明

サージカル ： 眼科ナイフの売上増加及びステイプラーの原価率が改善したこと等により、前期比 +6.1％（営業利益率は、0.9P改善）

アイレス針 ： 売上は大口顧客在庫調整により大きく落ち込んだものの、海外工程移管の効果により前期比 △3.9％（同2.1P改善）

デンタル ： ニセブランド品対策の一定の効果等により売上は回復基調にあるものの、円高・競合対策による値引き、

原価率の良い消耗品関係の売上が低調に推移したこと等により前期比 △9.1％（同 5.4P悪化）
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52期（連結）地域別売上高の推移

サージカル増加

アイレス針増加

デンタル減少により

2,369百万円アジア

その他 +16.6%

アイレス針増加により
百 円

デンタル増加
アイレス針減少により

785百万円
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デンタル増加により
3,310百万円

国内

北米

欧州

アイレス針減少により
2,081百万円

915百万円

52期営業利益（連結）増減要因分析
（百万円）
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－ デンタル関連製品の悪化
⇒①円高・競合対策による値下げ

②原価率の良い消耗品の売上低調（原価率の悪い顕微鏡が好調）
③ニセモノ対策実施によるコスト高

＋ アイレス針関連製品が改善

⇒海外生産比率の増加（ベトナムMHCにおける増産効果）

海外工程移管により、国内生産人員を開発業務へシフトし、
新製品開発を強化

⇒次期（53期）も増加する見込み

震災により売上増加
が押し下げられた



10％成長への回帰

面的拡大（新興国及び先進国） 及び 既存品世界一と新製品投入

新興国市場での売上拡大（中国、インド、アセアン等）

先進国市場での売上拡大

市場毎の製品・価格・ブランド・チャネル
ＭＭＨでのチャレンジ

小型新製品の開発・投入・・・短期的売上利益・増加
大型新製品の開発・投入・・・中長期的売上・利益増加

円高対策（新興国及び先進国）

先進国市場での売上拡大

海外生産における原価低減（利益捻出）→上記施策の原資
生産の海外化→国内生産要員を開発・マーケティングへ
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53期（12/8月期）通期業績予想（連結）

ｻｰｼﾞｶﾙ 3,135 33.1% 3.3% 3,390 33.3% 8.1% 　眼科ナイフの輸出増加

ｱｲﾚｽ針 3,207 33.9% △8.5% 3,382 33.3% 5.5% 　下期以降の回復を予想

ﾃﾞﾝﾀﾙ 3,116 32.9% 7.3% 3,394 33.4% 8.9% 　ニセブランド品対策の浸透等により輸出増加

売上高 9,460 100.0% 0.2% 10,167 100.0% 7.5% 　18期連続の増収

（内輸出） 6,150 65.0% △2.9% 6,825 67.2% 11.0% 　輸出比率は増加

53期予想の説明

52期（11Ｈ23/8）実績

売
　
　
上

53期(12H24/8)予想

構成比金額 伸率
連結

金額 構成比 伸率

金額単位：百万円

5,721 60.5% △0.2% 6,360 62.6% 11.2% 　引続き海外生産を拡大し、原価率は改善

3,466 36.6% △2.4% 3,770 37.1% 8.8% 　研究開発・販売・子会社管理の強化等により
　販管費は増加

3,532 37.3% △1.6% 3,802 37.4% 7.6%

3,199 33.8% △12.0% 3,816 37.5% 19.3%

2,021 21.4% △10.0% 2,374 23.4% 17.5% 当期純利益

 売上総利益

 営業利益

 経常利益

 税引前利益

53期（12年8月期） 売上下振れリスク要因 ①米国・ギリシャ問題による更なる景気後退、②ドル安・ユーロ安継続、

③海外生産拡大遅延 ④大きな自然災害
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53期（12年8月期） 利益下振れリスク要因 ①更なる円高の進行による売価の下落、 ②海外生産効率化遅延

MHCは引続き第7期工場を増築、日本を経由せずベトナムからの直接出荷地域及び製品を追加し、更なるコスト削減を実現する。

カントリーリスク回避のため、MYLの増築を計画、MVCも増産、MMHは市場調査を進め、取扱製品の拡大を目指す。

国内工場は生産業務からの人員のシフトを進め、新製品生産、研究開発、マーケティング等の高付加価値業務に特化する。



金額単位：百万円
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53期（12/8月期）セグメント別業績予想（連結）
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金額 金額 前期比 金額 前期比

売上高 3,034 3,135 3.3% 3,390 8.1%

営業利益 1,058 1,122 6.1% 1,182 5.3%

営利率 34.9% 35.8% - 34.9% -

売上高 3,504 3,207 △8.5% 3,382 5.5%

53期予想52期実績51期
連結

サージカル

（億円） （億円）

+8.1％

前年同期比
伸+7.5％
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伸+8.8％
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51期 52期 53期(予)

営業利益 1,474 1,417 △3.9% 1,534 8.3%

営利率 42.1% 44.2% - 45.4% -

売上高 2,904 3,116 7.3% 3,394 8.9%

営業利益 1,019 926 △9.1% 1,052 13.6%

営利率 35.1% 29.7% - 31.0% -

売上高 9,443 9,460 0.2% 10,167 7.5%

営業利益 3,552 3,466 △2.4% 3,770 8.8%

営利率 37.6% 36.6% - 37.1% -

合計

アイレス針

デンタル

+5.5％

+8.9％

+5.3％

+13.6％

+8.3％

サージカル

サージカル

デンタル

デンタル

アイレス針
アイレス針
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半期毎セグメント別売上と利益率の推移
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25
設備投資額（億円）

清原工場増築

MMC増築

MHC第3期工場増築

設備投資額及び減価償却費の推移

清原工場増築・旧工場改修
新工場内機械設備

MHC第7期増築

MYL増築を計画
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54期予想
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10.4
億円

清原機械設備

MHC機械設備

8.0
億円
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研究開発体制
研究開発投資には積極的な姿勢

営業・開発担当者が大学・ユーザー を訪問し、
ニーズを把握。（ﾆｰｽﾞ⇒試作品⇒評価）
研究開発費は、売上高の8.0%まで増加。
53期は更なる増加を予想。9％台まで増加

（百万円）

特許権の取得状況

「独創技術を持ち、将来利益を確保する」

の「経営基本方針」に則り、当社が開発した

製品・加工・製造技術については特許を取得し

権利確保に努めている。

8%

10%

将来利益確保のために

9.2%

53期予想

保有件数 期初→期末 224（166）⇒218（160）

特許権２０１１年８月末現在

935
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07/8 12/8予想08/8

戦略的かつ積極的な特許取得

アジアなどの海外特許を重視

出願中件数 期初→期末 224（145） ⇒208（146）
（注） （ ）内の数字は外国の工業所有権であり内書きにより表示している

09/8
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13

6.6%

584

679

52期中に発売した新製品

「マニー・リカバリー・ポートナイフ」（ｻｰｼﾞｶﾙ関連製品）

「ミニクレセントナイフ」 （ｻｰｼﾞｶﾙ関連製品）

「ビッグシリコンポイント」（ﾃﾞﾝﾀﾙ関連製品）

11/8

695
754



金額単位：百万円

54期･55期（2013・14年8月期）予想に対するコメント(連結)

 51期実績
(10H22/8)

金額 金額 構成比 伸率 金額 構成比 伸率

ｻｰｼﾞｶﾙ 3,034 3,135 33.1% 3.3% 3,390 33.3% 8.1%  海外を中心に眼科ﾅｲﾌを拡販、新製品も寄与

ｱｲﾚｽ針 3,504 3,207 33.9% △8.5% 3,382 33.3% 5.5%  MHC規模拡大による増産及びｺｽﾄﾀﾞｳﾝ
 品質改善により積極営業

ﾃﾞﾝﾀﾙ 2,904 3,116 32.9% 7.3% 3,394 33.4% 8.9%  新方式の接合ｶｰﾊﾞｲﾄﾞﾊﾞｰ、歯科針付縫合糸を拡販

連結

売
　
　
上

54,55期のコメント
53期予想
(12H24/8)

 52期実績
(11/H23/8)

売上高 9,443 9,460 100.0% 0.2% 10,167 100.0% 7.5%  2桁増を目指す。

内輸出 6,336 6,150 65.0% △2.9% 6,825 67.2% 11.0%  輸出比率は増加する

5,733 5,721 60.5% △0.2% 6,360 62.6% 11.2%
 海外生産規模拡大、MHCからの直接出荷地域・品目
 追加で更なる原価改善を目指す

3,552 3,466 36.6% △2.4% 3,770 37.1% 8.8%  開発強化（人員シフト含む）で費用増加
 営業利益率は30%台後半を予想

3,591 3,532 37.3% △1.6% 3,802 37.4% 7.6%  54期は伸率10%以上を狙う

3,634 3,199 33.8% △12.0% 3,816 37.5% 19.3%

2,246 2,021 21.4% △10.0% 2,374 23.4% 17.5%

売上総利益

営業利益

経常利益

税引前利益

当期純利益
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MANIｸﾞﾙｰﾌﾟ各工場のご紹介
マニー㈱ 清原工場（栃木県宇都宮市）
医科関係、歯科関係の一部と本社

マニー・リソーシズ㈱ （栃木県宇都宮市） 業務請負

マニー㈱ 高根沢工場（栃木県高根沢町） 歯科関係の一部
MANI VIENTIANE CO.,LTD.（ﾗｵｽ） 生産

MANI HANOI CO.,LTD. ﾌｰｴﾝ工場（ﾍﾞﾄﾅﾑ） 生産

MANI MEDICAL HANOI CO.,LTD.（ﾍﾞﾄﾅﾑ） 販売

MANI HANOI CO.,LTD. ｿﾝｺﾝ工場（ﾍﾞﾄﾅﾑ） 生産

MANI YANGON LTD.（ﾐｬﾝﾏｰ） 生産
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MHC(PY工場)：2003

MANIｸﾞﾙｰﾌﾟ海外生産・販売拠点のご紹介

MHC(SC工場)：1996

MMH(販売拠点)：2010

MYL：1999

MVC：2009
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MHC（ベトナムＰＹ工場）工場内の様子
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